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日
本
園
有
鎖
遁
に
お
げ
る
貨
物
等
級
指
数

V
-
-
-
運

賃

理

論

の

一
庭
用
例
ー
ー

佐

波

~ 

旦

平

己
こ
に
考
察
す
る
日
本
園
有
銭
遣
の
貨
物
等
級
指
数
の
仕
万
は
運
賃
理
論
の
貫
際
臆
月
例
の
一
つ
と
し
て
極
め
て
興
味
ふ
か
い
も
の

て
あ
る
が
、
寡
聞
心
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
イ
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
等
級
指
数
に
づ
い
て
殆
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
在
い
。
お
そ

b
く
、
昨

年
秋
白
筆
者
に
よ
る
著
作
「
改
版
交
通
概
論
」
を
も
っ
て
犠
矢
と
す
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
園
銀
貨
物
運
賃
髄
系
白
文
字
ど
お

り
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
甚
だ
重
要
で
あ
る
の
み
な

b
ず
、
運
賃
理
論
の
上
か

b
、
ま
た
、
ひ
ろ
く
は
経
皆
計
算
一
般

ω
上
か

b
、

興
味
深
々
た
る
も
の
が
あ
る
の
に
、
闇
苧
阿
作
て
も
業
界
て
も
、
こ
れ
ま
で
己
れ
が
殆
ん
ど
問
題
に
さ
れ
左
か
っ
た
。
筆
者
と
し
て
ま
己
と

に
一
つ
の
不
思
議
で
あ
る
。
己
己
陀
採
り
止
げ
て
紹
介
す
る
の
は
昭
和
二
十
八
年
二
月
改
訂
U
園
銭
貨
物
運
賃
の
決
定
に
際
し
て
用
い

ら
れ
た
貨
物
等
級
指
数
て
あ
る
が
、
己
の
運
賃
改
訂
に
先
き
だ
っ
て
園
鎖
内
に
設
置
さ
れ
た
貨
物
等
級
審
議
曾
の
審
議
経
過
報
告
を
見

る
も
、
己
の
貨
物
等
級
指
数
に
つ
い

τは
問
委
員
聞
に
も
殆
ん
ど
真
剣
な
論
議
に

ω
ぼ
b
ず
、
園
鎖
側
白
提
出
し
た
貨
物
等
級
指
数
が

そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
銭
道
貨
物
運
質
問
問
系
を
定
め
る
根
幹
的
恭
礎
と
し
て
図
鎖
牧
支
の
鮪
か
b
見

τ、
ま
た
、
圏

織
運
賃
が
日
本
園
民
経
済
全
般
に
お
よ
ぼ
す
作
用
心
重
大
性
か
ら
見
て
、
き
わ
め
℃
重
要
た
意
味
を
有
す
る
乙
の
貨
物
等
級
指
数
が
こ

日
本
固
有
舗
道
陪
お
附
る
貨
物
等
融
指
数

第
七
十
六
巻

一一
第

世



日
本
固
有
舗
道
に
お
け
る
賀
胸
年
紙
指
致

第
七
十
六
巻

第
三
披

う
し
た
待
遇
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
不
可
解
と
い
う
ほ
か
在
h
o

内
容
が
専
門
外
の
者
に
直
ち
に
理
解
し
に
く
い
き
ら
い
が
あ
る
と
は

言
え
、
構
成
金
躍
は
む
し
ろ
整
然
と
し
て
い
て
把
掻
に
さ
ま
で
困
難
て
な
い
。
日
本
園
餓
貨
物
運
賃
制
度
を
理
解
し
主
う
と
す
る
場
合

か
な
ら
ず
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
計
算
組
織
白
一
っ
て
あ
る
。
本
稿
て
は
、
ま
ず
、
貨
物
等
級
指
数
の
内
容
の
大
略
を
紹
介
し
、

次
い
て
、
運
賃
理
論
の
上
か

b
要
貼
セ
注
躍
的
に
考
察
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
治
、
す
て
に
「
改
版
交
通
概
論
」
(
附
録
刊
に
お
円
て
紹
介
を
去
し
て
い
て
更
に
こ
己
て
採
り
あ
げ
る
所
以
の
も
白
は
「
改
版
交

通
概
論
」
の
そ
れ
が
、
書
物
白
性
質
上
、
甚
だ
簡
略
に
す
ぎ
℃
護
者
の
理
解
に
不
便
で
あ
ろ
う
か
と
懸
念
さ
れ
る
己
と
、
そ
の
後
に
お

け
る
筆
者
の
調
査
研
究
に
よ
ワ
て
補
足
す
べ
き
黙
が
い
く
つ
も
設
見
さ
れ
た
乙
と
、
等
々
に
因
る
も
の
で
あ
る
。

ω
日
本
固
有
錨
遺
骨
業
周
(
月
刊
)
「
貨
物
情
報
」
昭
和
二
七
年
一

O
月
号
、
昭
和
二
九
年
四
月
器
、
主
月
皆
、
六
月
披
牧
載
「
貨
物
事
級
審
議
官

の
審
議
栂
描
」
(
一
)
(
一
一
)
(
一
一
一
)
(
四
、
完
)

ω
佐
波
「
改
肱
交
通
世
論
」
昭
和
二
九
年
一
一
月
、
三
四
六

l
一
ニ
四
九
ペ
ー
ジ
。
な
ほ
、
一
=
一
回
、
二
千
九
、
一
四
五
、
一
六
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

第
1
表
は
、
昭
和
二
十
八
年
ご
月
の
園
銀
貨
物
運
賃
改
訂
(
現
行
)
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
貨
物
等
級
指
数
て
あ
る
o

こ
こ
て
、
第

-
級
か
b
第
辺
級
ま
で
が
「
普
通
等
級
」
、

第
幻
級
か
b
第
幻
級
ま
ゼ
が
「
特
別
等
級
」
て
あ
る
。

τ枇
合
政
策
的
意
固
か
b
設
定
さ
れ
る
等
級
と
し
て
文
字
ど

hdu
「
特
別
」
の
等
級
て
あ
り
、
ま
た
、
普
通
等
級
に
準
じ
て
設
定
さ
れ

る
も
白
と
し

τ附
随
的
等
級
て
あ
る
。
よ
っ
て
、
運
賃
の
経
済
理
論
的
安
明
を
目
的
と
す
る
本
稿
て
は
特
別
等
級
は
直
接
の
研
究
封
象

と
怠
り
得
在
い
。
事
質
、
普
遇
等
級
て
は
貨
物
(
商
品
)
の
債
格
匡
分
に
よ
っ
て
等
級
指
数
が
定
め
ら
れ
る
が
、
特
別
等
級
て
は
債
格

こ
り
う
ち
、
特
別
等
級
は
主
と
し



(第1表)日本園餓貨物等蔽指皇賞表

轄叡 l鞠指数|債格匝分

1 200 1，344.001回以」

z 160 1，844，000固まで

3 13ヲ 336.000 

4 110 96.000 
5 102 32.0口0

日 9R 12，800 
官 95 6.400 

8 日1 8，200 
9 87 ]，600 

10 88 800 

11 7~J 金00

12 75 200 

21 85 

22 80 

23 75 

〈償格はき受注山における荷造込み官茸琵

1トシあたり貨車界り慣椅)

直
分
と
は
一
際
濁
立
に
等
級
指
数
が
定
め
ら
れ
る
。
要
す
る

に
、
特
別
等
級
は
純
粋
注
意
味
て
白
経
済
的
等
級
て
な
い
。

「
債
格
匝
分
」
て
あ
が
、
貨
物
運
賃
決
定
の

と
こ
ろ
で
、

基
準
た
る
等
級
指
数
の
更
に
基
準
を
た
す
も
の
と
し
て
、
こ

れ
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
依
擦
で
あ
る
。
運
賃
の
差
等
を
こ

の
よ
う
に
運
送
商
品
の
債
格
の
匝
分
K
求
め
る
仕
方
は
、
後

に
も
説
明
す
る
よ
う
に
、
託
迭
貨
物
C
蓮
賃
負
推
力
(
運
詮

債
値
)
を
そ
の
債
格
に
よ
っ
て
測
定
す
る
立
場
、
つ
ま
り
、

一
一
角
慎
格
の
貨
物
に
は
高
位
白
等
級
(
レ
た
が
っ
て
‘
宜
同
率
の
誕
賃
)
主
、
低
償
格
の
貨
物
に
は
低
位
の
等
級
(
し
た
が
っ
て
、
低
傘
の

運
賃
)
を
捲
わ
し
め
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

乙
こ
で
、
「
債
格
直
分
L

に
示
す
貨
物
(
商
品
)
の
債
格
は
重
量
1
ト
y
あ
た
り
債
格
で
あ
っ
て
、
弐
の
方
法
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
。

同

?
υ
¥

伊
汁
守
商
事
H

(
両
替
H

B

a

画
塾
)
×
(

H

?

い
¥
伊
汁
三
国
輝
)

同
町
骨
皆
同
通
告
繭
謀

同
劃
同
副
剖
附
叫
X
H
-
B
G

な
お
、
こ
こ
に
函
格
L

と
は
、
霊
地
に
お
け
る
荷
種
主
貴
重
量
1
ト
ン
あ
た
り
貨
車
乗
り
慣
絡
で
あ
る
。

ま
た
、
「
貨
車
乗
り
債
格
」
主
は
二
一
百
わ
ゆ
る
ち
5

0

Q

白
日
ロ
で
あ
っ
て
、
生
差
者
債
格
に
貨
車
へ
積
込
む
ま
で
の
費
用
一
切
を
加
算
し
た
も
の
。
レ

宜
、
こ
れ
を
遁
運
業
者
委
託
の
場
合
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
女
の
と
お
り
で
あ
る
。

蹄
制
判
剤
三
困
惑
U

(
除
附
時
間
出
陣
踊
蔀
)
+
(
腿
制
剤
肘
用
意
)
十
(
納
同
輩
)
+
(
制
作
炉
輔
さ

目
本
闘
有
睡
蓮
に
お
け
る
貨
物
等
担
指
数

「
等
級
指
数
」
の
数
値
は
最
低
等
級
た
る
第
M
M
級
か
ら
第
5
絞
ま
で
は
公
一
定
を

4
と
す
る
ほ
ぽ

第
三
臨

第
1
表
に
沿
い
て
注
意
す
べ
き
は
、

第
七
十
六
巷



日
本
園
有
蝿
遣
に
布
け
る
貨
物
隼
紐
指
数

第
七
十
六
書

回

第

焼

四

規
則
正
し
い
円
等
差
数
列
て
、
あ
と
第

1
絞
ま
で
は
よ
り
大
巾
左
足
ど
り
で
進
む
が
、
一
方
「
債
格
直
分
」
の
数
値
は
最
低
等
級
た
る
第

四
か
ら
第
6
級
古
亡
は
A
h
比
を

2
ι
す
る
規
則
正
し
い
等
比
数
列
ゼ
、
あ
と
第

1
級
ま
J

し
は
各
等
級
毎
に

3
倍
か
ら

4
倍
と
い
う
き
わ

め
亡
大
巾
な
足
ど
り
で
進
ん
で
h
y
Q
己
と
て
あ
る
。
い
ま
、
第
四
級
(
謝
)
第

1
級
の
比
を
算
出
す
れ
ば
、

覗
意
識
輝
べ
拝

N
G
U
 

J
引
H
p
g

市
州
議
岡
山
V
A
川口

ゲ
佳
品

b
S阻
緊
1
庁

-
-
4
l
l
l
v
H
A可
N
G
緊し「

日

C

一号匝

と
な
っ
亡
い
る
。
こ
の
勲
、
運
賃
理
論
白
土
か
ら
極
め
亡
重
要
で
あ
っ
て
、
貨
物
(
商
品
)
は
そ
白
債
格
陀
陸
じ
て
運
賃
負
檎
力
士
有

す
る
と
い
よ
ノ
業
非
@
閉
宇
界
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
て
い
る
理
論
的
立
場
に
或
る
限
界
の
存
す
る
己
と
を
諮
る
も
の
ぞ
あ
る
o

つ
士
り
、
貨

物
心
債
格
は
~
等
比
数
列
ま
た
は
モ
れ
以
上
の
大
巾
な
足
ど
り
で
進
む
の
に
謝
L
己
れ
に
見
合
う
べ
き
運
賃
は
等
差
数
列
ま
た
は
そ
れ
を

(第2表〕園織貨物等級指数表

(農林・通産両省案)

等彼 等 級 指 数 i~基準倒椅

1 I 200 I 1，100.001岡以よ

2 咽 I ].100.000闘ま寸1

3 I I 500.000 

4 I 260.000 

5 I 130.000 

6 I 50，000 

7 I 15.0叩

8 I 95 I 7ρ00 

9 I 4，500 
10 I 3.000 

11 I 2.000 

12 I 75 ]，000 

21 I 100 

22 I 90 

23 I 80 

(24) I 70 

や
や
上
廻
る
程
度
目
足
ど
り
で
し
か
進
み
得
た
い
わ
け
で

あ
る第

1
表
仕
、
手
続
と
し
て
悶
繍
集
が
そ
の
ま
ま
採
揮
さ
れ
た
も

の
で
あ
つ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
農
林
・
通
産
開
省
に
も
腹
案

が
あ
っ
た
。
第
E
表
に
一
日
す
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

館
沼
運
賃
が
農
窪
広
明
・
工
業
原
材
料
・
工
業
製
品
・
貿
易
商

品
・
等
々
の
債
格
に
お
よ
ぽ
す
作
用
の
甚
大
な
る
に
か
ん
が
み
、

農
林
・
遇
琵
雨
省
に
も
意
見
が
求
め
ら
れ
、
よ
っ
て
雨
省
か
ら
提

出
さ
れ
た
の
が
第
2
表
で
あ
る
が
、
関
銭
案
に
比
べ
る
と
か
な
り



(第a$')貨物語主主主原恒明細表

「¥¥¥種 別昭和訓度第四干仁三コ
~¥¥~  にてよ~ー 何 't~ 剖

純費\\刑可。η ;~!m由

~----T一一一一一一三百一一五

輪 1施設保守手聖 4.188，627 I 184 
主主 I1言班活信保斗l費 887，546 I 37 
作 | 草 稿 保 守費| 品788，178 ! 15e 
業 I~帯主費 10，但1，622 j 1田「|計j …川
管業および公安安

i管理費

1利子お主 7メ厨債償却費

|合計!
備考 1) 直接貿の司唱開閉に到する割合

叫附手口2E午度第3四傘WI 80乃る

刷昭和27年度補正琢多事実による平作度

出直接買をまかなづペき謹笠拓政

叫昭和2E年度第 3四半期

官宇和時田%)x血戸市

助閥抗じ27年度補正務解袋仁 J仁ろ4'1再度

響苦虫古xlOO=附)~77 炉開

昭和27年度補正理非I何割合
案によるつ年度原慎

千回 Z長
17，796，202 155 

3，65泡，140 22 

19，117，203 167 

-18，680，901 424 

89，2生7，746 778 

622，389 5 

7，306，531 64 

J7，487，761 158 

114，叫，427 11000 

;:;i互い!

日
本
凶
有
舗
道

r
お
け
る
貨
物
宰
組
指
数

77.8% 

24，227，850 

杜
撰
で
あ
っ
て
難
撒
が
多
く
、
結
局
、
採
り
上
げ
る
に
値
し
な
か

っ
た
。た

だ
、
第
2
表
で
枠
冒
す
べ
き
は
、

ω最
低
等
級
た
る
第
四
紐

で
は
、
指
数
は
園
織
案
と
同
工
く
河
で
あ
る
が
、
そ
の
債
格
匝
分

は

5
8固
と
な
っ
て
い
て
、
園
錫
案
白
山
百
。
囲
よ
り
も
相
営
高
位

に
あ
る
。

ω長
林
・
遇
淫
雨
省
案
で
の
第
8
級
は
悶
鎖
案
で
の
第

7
紋
に
相
首
し
、
革
級
指
散
は
閥
鍛
案
と
同
じ
く
回
と
な
っ
て
い

る
が
、
一
夜
歯
す
る
償
給
区
分
(
円
。
。
。
固
)
は
閤
銭
案
の
そ
れ

(
P

色
。
固
)
よ
り
も
や
や
高
位
に
あ
る
。
間
農
林
・
通
V
L
比
附
省
案
で

は
特
別
等
級
の
最
低
等
級
と
し
て
別
に
第
出
級
が
設
付
ら
れ
て
い

る
。
主
食
料
品
た
る
米
を
こ
の
第
目
般
に
所
属
さ
せ
よ
う
と
す
る

志
向
で
あ
っ
た
。
な
お
、
第
況
板
。
指
敷
は
農
林
・
温
室
雨
省
案

で
は
H
C
C

と
な
っ
て
お
り
、
同
銭
案
よ
り
も
相
官
大
き
し

roω
農

林
・
通
産
雨
省
案
で
は
、
等
続
指
数
は
第
1
蔽
・
第
8
幅
四
・
第
四

級
に
封
し
て
の
み
決
定
L
、
そ
れ
以
外
の
等
級
に
は
指
数
を
示
し

て
い
な
い
。
け
だ
し
、
己
れ
ら
の
各
等
鼠
に
遁
嘗
す
べ
き
指
数
の

決
定
は
園
錨
側
に
一
任
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

さ

τ、
第

1
表
の
等
級
指
数
に
お
い
て
最
低
等
級
(
第

ロ
紐
〕
の
モ
れ
は
花
て
あ
る
。
己
の
指
数
犯
の
算
出
手
績

を
一
不
す
の
が
第
3
表
て
あ
る
。

第

3
表
は
閣
鎖
貨
物
運
詮
費
用
の
一
明
細
表
で
あ
っ
て
、

揮
七
十
六
巻

五

第
一
ニ
抗

豆王



日
本
問
有
舗
道
陀
お
け
る
買
憤
年
級
指
政

揮
七
十
六
巻

」ノ、

第
三
曲

こ
こ
に
「
職
法
作
業
費
し
は
直
接
貨
に
相
官
し
、
モ
の
仙
の
費
用
(
管
柔
控
・
公
安
費
・
符
理
費
・
利
子
費
・
積
債
償
却
費
〕
は
間
接
費

r相

首
す
る
o

し
た
が
づ
て
、
附
者
の
合
計
が
抽
刷
費
用
ゼ
あ
る
o

モ
こ
で
、
綿
費
用
の
う
ち
直
接
費
の
占
め
る
割
合
(
直
接
費
割
合
)
を
見

る
に
、
昭
和
部
年
度
第
3
四
半
期
ぞ
は

g
叶
日
以
昭
和
市
出
年
度
補
正
予
算
案
に
よ
る
平
年
度
て
は

J
q
h
w点
て
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
岡
鎖
に
b

w
て
総
費
用
に
封
す
る
総
運
賃
牧
入
の
割
合
を
見
る
に
、
雨
午
度
そ
れ
ぞ
れ

国
出
昔
日
司
令
同
町
論
ω
回
品
運

M
M
h日
間

wE4回
(
時
間
-
姉
芹
伊
ド

1

1

1

1

{

X

H

U

T

S

訳

出

C
M
P∞包
4
困

(

誌

糊

週

)

ち

E
u
p
g
u
h
N日

H

州
、
回
(
議
制
岡
両
帯
u
f〕

I

l

-

-

I

l

l

i

-

-

×
E
C
H
宮
沢

口
A
H
h
S
』
時
」
ぃ
囲
(
議
期
通
)

で
あ
る
か
ら
、
と
札
ら
に
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の
直
接
費
割
合
を
衆
ず
れ
ば
、
直
接
費
を
ま
か
な
う
ベ
さ
運
賃
の
指
数
が
件
ら
れ

週
山
宮
町
布
阿
部
同
謡
、
将
綿
↑
門
』
山
山
日
刑
判
開

る
。
す
な
わ
ち
、

間
出
世
混
同
下
回
附
判
明

u
E令
選

出
品
川
れ
×

g
d点
目
可
決

宮
沢
×
叶

ZW仇

リ

叫

u
w
h

明
世
相
口
河
北
開
討
同
州
抑
制
湖
一
刊
行
山

vn布
同

と
な
り
、
こ
白
)
一
つ
り
値
を
平
均
す
れ
ば
、

QU1M拭
十
叶

uw民
)
i
M
H
a
w臥

が
得

rら
れ
る
。
己
む
討
が
第
1
茨
に
お
い
て
最
低
等
級
た
る
第
ロ
級
の
等
級
指
数
に
相
営
ず
る
。

， 

こ
の
渇
取
は
、
舗
道
で
は
、
普
通
に
「
管
業
係
数
」
(
。
勺
0
3
2
品
足
立
と
呼
ば
れ
る
ロ

こ
う
し
た
訂
算
過
程
か
ら
推
知
て
舌
る
よ
う
に
、
閣
織
が
最
低
等
級
第
辺
級
の
等
級
指
数
と
し
て
汚
士
用
い
て
い
る
の
は
、
貨
物
運

賃
牧
入
は
平
均
費
用
の
由
?
思
決
(
平
抽
出
身
)
を
回
状
す
れ
ば
よ
い
(
換
言
す
れ
ば
、
向
、
4
d
p
は
依
損
と
す
る
)
と
白
前
提
に
立
つ



lこ τ
は悼
、る

:pこ
か と
り を

明語
白 る
な 。

よも
う し
に第
、12
宍扱

h の
i 主E
22賃
、-::J li-V 

次 A
勺が
つl 営

忠義
;z運
S 詮

の
を 甫

第蚕
12 珪争

被亙
οミ令
=美子 宮衣

紋凶

霊?
と丞
しく
て て
採は
用主ー
す 6
f¥ ，h 

E己
主江
」寸

あ扇
aifE 

と
図 る
織 と
の き

場
合
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
の
貨
物
運
賃
改
訂
に
際
し
て
は
、
貨
物
運
賃
牧
入
は
従
前
ど
お
り
と
な
し
特
に
増
収
し
た
い
方
針
を
と
っ

て
、
こ
の
よ
う
に
、
第
臼
級
の
指
数
量
花
と
決
定
し
た
の
で
あ
る

U

在
語
、
己
こ
で
直
接
費
の
み
な
b
ず
平
均
費
用
を
も
回
復
し
得
る
た
め
に
は
、
包

H
-
O
H
H
O
D
 
x 

の
関
係
か
ら
、
指
数
回
岳
町
が
得

ら
れ
る
。
こ
れ
を
第
一
表
に
よ
っ
て
探
ね
る
乙
、
第
5
級
と
第
4
級
と
り
中
聞
に
こ
れ
が
位
置
す
る
。

吾
々
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
園
織
の
貨
物
普
遁
等
級
は
大
き
く
一
子
分
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
ロ
ま
ず
、
最
低
等
級
の
第
四
級
は
原
則
と

し
℃
直
接
費
を
よ
う
や
く
回
牧
し
得
る
程
度
に
と
ど
め

b
れ
る
。
(
賓
際
に
は
、
右
詫
の
と
お
り
、
官
接
費
の
困
敢
に
も
十
分
で
な
い
。
)
つ
ぎ

に
、
そ
れ
よ
り
等
級
¢
漸
衣
す
す
む
に
つ
れ
て
余
符
を
生
じ
、

第
5
川
市
一
に
至
っ
て
平
均
費
用
士
も
回
牧

L
得
る
に
至
品
。

現
貨
に
は
、
党
4
級
に
至
ら
な
く
て
は
平
均
畳
間
の
回
牧
に
十
分
で
な
い
、
)
最
後
に
、
そ
れ
以
よ
第
1
殺
ま
で
は
直
接
費
は
も
ち
ろ
ん
平
均
費

用
を
も
回
収
し
て
な
お
剰
余
を
生
ず
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
恒
分
が
存
す
る
が
、
己
と
て
興
味
の
あ
る
の
は
、
よ
う
や
く
直
接
費
を
回

収
し
て
衣
第
に
平
均
費
用
心
間
牧
を
も
な
し
得
る
等
級
(
第
5
級
以
下
)
て
は
指
数
が
規
則
正
し
い
等
差
数
列
を
も
っ
て
借
地
み
、
そ
れ

(
こ
こ
で
、
、

以
上
(
第
4
級
以
上
)
の
等
級
て
は
等
差
以
上
の
大
き
な
足
ど
り
て
進
ん
て
い
る
と
い
ろ
事
貨
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
、
等
級
指
敢
に
見

合
う
べ
き
債
格
匡
分
に
治
け
る
等
比
数
列
部
分
と
然
ら
ざ
る
部
分
と
に
ほ
ぼ
割
腹
し
て
い
る
。

叙
ト
ム
に
お
い
て
、
昭
和
町
・
空
間
年
度
の
線
費
用
に
劃
す
る
惚
運
賃
牧
月
の
比

2
1吉
次
官
等
級
指
換
算
出
の
基
礎
と
し
て
用
い
て
い
る
の
は
、
つ
ま

り
、
国
織
で
は
、
貨
物
運
迭
で
は
で
t
m
官
民
の
品
川
損
を
黙
認
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
、
h
の
で
あ
る
。
士
だ
し
、
こ
り
快
損
は
闘
訓
聞
の
他
の
業
種
部
門
に

よ
っ
て
柿
撰
さ
れ
る
仕
組

ιな
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
問
費
用
に
劃
す
る
総
攻
ス
の
割
合
は
、
放
客
運
設
部
門
で
は
H
O
同
市
払
、
舶
舶
に
よ
る
運
達
部
門

で
は
戸
山
畑
晶
、
自
動
車
に
上
る
運
送
部
門
で
は
日
∞
次
を
示
L
、
そ
れ
に
雑
業
務
の
欣
ス
を
ふ
く
め
て
、
問
織
笠
雇
の
仙
収
支
は
ほ
ぼ

5
0渓
の
パ
ラ
γ
ス
を
得

E
木
園
有
錨
遭
に
お
け
る
貨
物
事
級
指
数

第
七
十
六
巻

そ=

第
三
競

七



日
本
固
有
融
道
に
お
付
る
貨
物
華
経
指
数

(第4表〕昭和27年度補正哉算案による干年

度目ヌド圏鍾菜種目IJ収支表

取入 A) 経費 E 十 100

平四 千.r2011 % 
鏡抜客 114.243.8881 111.799，379 1 102 

ト貨抄 lD7，869，772 I 111.661生27I 生

道計 222.113，6601 2罰金63.8061 98 

β29 1 1.回9，3061 

ら7331 2.723.4e仁川

舶|計 5，29刷 2 並区2.7叶
自 I.旋客 i
動|貨物|

は4 計|

|雑;

|合

66 

5~ 

57 

竺己記
計|肌104.5181恥日661|(94E)

キ
こ
の
場
合
、
最
密
に
は
貨
物
託
選
数
量
(
ト

y
)
高

う

べ

き

で

指

弓

唯

一

ぬ

岨

割

問

町

四

凹

目

白

訂

日

目

f
m
町

な
く
、
各
震
の
仕
重
量
確
な
比
較
表
一
市
と
し
て
ト

y
Lロ
メ
刊
一
目
的
一

mmmmm四
国

珂

引

町

田

四

田

創

刊

1
ト
ル
高
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
(
一
)
そ
れ
で
は
計
算
手
渡
冒
表
耳
J
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

が
あ
ま
り
に
も
複
雑
に
な
る
、

(
2
)
日
本
で
は
畿
道
管
業
キ
:
ー
ー
一
胤
一

m
Z
2
2
3回

目

吋

ト
ル
首
謀
し
て
絞
く
且
つ
閣
内
の
毒
薬
立
地
が
ほ
ぼ
一
中
均
し
て
い
時
一
同
「
1
I
l
l
i
-
-
I
l
-
-

る
た
め
、
悶
鎮
の
貨
物
輸
品
宙
開
は
貨
物
の
品
類
品
目
別
に
見
て
さ
ほ
崎
一
服
一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

n

u

ど
著
し
い
相
濯
を
生
じ
な
い
、
等
々
の
理
由
か
ら
、
車
に
託
、
法
貨
物
数
一
片
ト
l
i
l
i
-
-
I
l
l
-
-
i

量
(
ト
ン
)
を
も
っ
て
各
等
級
の
仕
事
量
の
比
較
表
示
と
す
る
も
大
し
た
木
都
合
乞
古
川
た
き
た
い
。

148 

114 

58 

4.678目562

1，512.5] 8 

6.191，080 

1，27 

4.口21

2，725.600 

857.118 

日，5!:l:!，718

5，291 

事
七
十
六
巻

第

器

ハ、

i¥. 

て
い
る
。
第
4
表
参
照
。

さ
て
、
等

1
表
に
沿
い
て
第
四
殺
の
等
級
指
数
万
は
綾
上
白
ご
と
く

し
亡
算
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
等
級
の
指
数
は
如
何
に
し
て
定
め

一
言
に
し
と
言
え
ば
、
闘
織
の
取
扱
う
各
年
級
の
貨
物
を

糸

口
問
類
品
目
別
に
モ
れ
ぞ
れ
の
託
詮
数
量
を
算
定
し
己
れ
に
モ
れ
ぞ
れ
の

ら
れ
る
か
。

運
賃
負
権
力
(
債
格
直
分
)
を
勘
案
し
つ
つ
、
全
醐
間
に
あ
い
て
昭
和
泊
、

幻
雨
年
度
に
比
べ
て
増
牧
な
く
、
綿
運
賃
枚
入
が
楓
費
用
の
日
間
労
を
回

牧
し
得
る
よ
う
、
各
等
級
指
数
を
決
定
す
る
白
て
あ
る
。
こ
の
場
合
、

園
織
の
大
宗
貨
物
た
る
石
炭
心
所
属
す
る
第
7
級
の
指
敢
に
針
し
て
は

特
に
深
甚
な
考
慮
が
錦
わ
れ
た
。

回

即

応

T
A

句ん
M

9

0

2

2

2

 



右
に
掲
げ
る
第
5
表
は
、
第
1
表
に
見
b
れ
る
等
級
指
数
に

b
h
v
て
第
7
級
の
%
を
基
準

H
S
と

し
て
換
算
し
た
換
算
等
級
指
数
て
あ
る
o

何
故
に
か
よ
う
左
手
績
を
と
る
か
と
言
う
に
、
ま
ず
、
園

銭
託
法
貨
物
?
っ
ち
託
迭
数
量
に
し
て
N
U
形
、
運
賃
牧
入
に
し
て
]
由
形
を
占
め
る
も
っ
と
も
大
宗
の

貨
物
た
る
右
炭
が
第

7
級
に
所
属
す
る
か
ら
で
あ
り
、
士
た
、
第
6
表
む
よ
う
に
、
第

7
級
貨
物
白

直
間
賃
軌
を
算
定
し
て
わ
け
ば
、
第
5
哀
の
換
算
等
級
指
数
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
り
す

e

へ

て
の
運
賃
士
、
各
運
治
距
離
に
陸
じ
て
、

一
車
に
し
て
、
h
M

廿
日
却
に
算
出
ゼ
き
る
か
ら
で
あ
る
o

た
だ

し
、
終
端
費
は
一
件
あ
た
り
一
律
ku--国
と
定
め

b
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、

o 0 
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日
本
固
有
錨
道
に
お
け
る
貨
物
静
担
指
数

事
士
十
六
巻
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日
本
固
有
舗
道
に
お
け
る
貨
物
等
組
指
数

率賃物貨扱(第7表)草

第
七
十
六
巻

第
三
瞳

O 

四
O 

第
7
表
に
一
示
す
の
は
、

ζ

れ
ら
の
賃
率
計
算
の
一
部
て
あ
る
。

山
性
波
「
改
版
交
通
概
論
」
一
ニ
五
七
三
五
八
4
1
f
を
参
照

G

州
同
第
6
表
「
匡
間
賃
卒
」
は
直
間
選
設
費
用
そ
の
も
の
で
な
い
。
(
こ
の
勲
、

佐
波
「
改
版
交
通
概
論
」
一
二
四
九
ペ
ー
ジ
に
「
区
間
運
建
費
河
」
、
と
あ
る
は
「
匝
間

賃
率
」
に
訂
正
)
、
直
間
貸
率
は
運
治
費
用
を
場
躍
に
お
き
つ
つ
託
法
貨
物
の
匡
開

運
送
負
抱
力
に
よ
っ
て
調
整
算
出
さ
れ
た
基
準
貨
準
で
あ
る
。
錦
遁
企
業
白
性
質
と
、

区
間
活
設
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て
算
出
す
る
こ
主
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
ロ
事

室
、
日
本
因
鎖
で
は
、
運
詮
距
離
別
・
貨
物
品
類
品
目
別
に
運
会
費
用
を
椴
密
に
計

算
し
て
い
な
い
。
日
木
図
織
で
は
、
運
治
投
用
安
謹
一
一
官
経
費
(
官
日
E
P】
。
。
印
宮
)
と

淫
謹
直
間
経
費
〔
円
号
h
Hロ向。。
m
Z
)

と
に
二
分
し
て
原
健
計
算
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

受
話
桝
費
が
相
仲
間
に
割
高
と
な
る
た
め
、
も
し
各
違
法
貨
物
に
つ
い
て
こ
れ
を
経
費

ど
お
り
回
牧
す
る
建
て
ま
え
か
ら
援
着
手
数
料
合
課
徴
す
る
な
ら
ば
、
妊
距
離
運
賓

が
非
常
に
一
一
向
傾
に
な
り
、
費
用
す
蚕
の
完
詮
は
到
底
困
難
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

現
宣
に
は
、
超
法
需
要
(
運
逗
負
櫓
力
)
に
主
眼
を
お
き
技
術
的
に
調
整
し
て
賃
率

を
算
出
す
る
ほ
か
な
い
。
第
6
表
に
一
目
す
の
が
と
れ
で
あ
る
。

上
記
に

τ日
本
図
餓
貨
物
等
級
指
数
お
よ
び
そ
の
算
出
手
績
に
つ
い
て

簡
略
な
が

b
説
明
を
終
え
る
が
、
最
後
に
、
己
う
し
た
運
賃
算
定
開
系
が

己
れ
ま
で
白
日
I

不
闘
鎖
に
お
い
て
如
何
な
る
温
程
ま
た
は
歴
史
を
へ
て
現

在
に

b
よ
ん
で
い
る
か
に
つ
き
数
育
つ
け
加
え
た
い
。

い
士
「
或
る
等
級
の
賃
率
を
碁
準
と
し

τ他
心
等
級
の
賃
率
を
定
め
る
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とする固

場
合
、
こ
の
基
準
貸
率
主
一

O
Oと
す
る
他
の
等
級
賃
卒
の
割
合
を
ば
等
級
指
数

と
名
づ
け
る
」
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
定
義
主
許
す
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え

ば
、
明
治
5
年
闘
織
が
は
じ
め
て
開
業
し
た
と
き
、
す
で
に
、
技
客
運
賃
に
も
貨

物
運
賃
に
も
等
級
指
数
日
思
考
を
見
つ
け
る
と
と
が
出
来
る
。
第
g
表
参
照
。

し
か
し
、
こ
れ

b
は
、
車
に
等
級
聞
の
差
等
主
定
め
る
た
め
の
指
数
に
す
ぎ
ず
、

銭
道
全
悼
の
牧
支
計
算
に
も
と
づ
き
鰻
系
的
民
算
出
さ
れ
た
指
数
て
は
左
い
。
己

れ
と
異
友
り
、
銭
道
全
憶
の
収
支
計
算
に
も
と
づ
き
等
級
指
数
を
念
頭
に
お
い
て

各
等
級
の
賃
率
を
綜
合
的
に
算
出
す
る
大
規
模
た
鰹
系
を
と
る
こ
と
に
た
っ
た
の

は
、
日
本
園
織
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
‘
年
一
一
一
月
白
運
賃
改
訂
以
後
で
あ
ろ
う
。
蛍
時
ま
て
は
、
各
貨
物
等
級
別
に
遠
距
離
漸
減
率
が

相
違
し
各
地
帯
毎
に
等
級
指
数
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
同
年
由
運
賃
改
訂
か
ら
、
こ
れ
を
一
括
統
一
し
、
全
障
に
封
し
て
基
準
た
る
べ

き
等
級
指
数
を
ま
ず
決
定
し
、
己
れ
を
遁
し
て
各
等
級
白
賃
率
を
定
め
る
仕
方
が
採
用
寸
ら
れ
た
。
そ
白
後
白
塗
展
に
つ
い
て
は
、
日

本
園
銭
「
銭
道
貨
物
運
賃
等
級
大
金
月
下
巻
)
し

一
九
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
参
照
。

以
と
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
日
本
園
織
管
業
扇
貨
物
課
片
山
伊
興
吉
氏
に
負
う
と
こ
ろ
頗
る
大
で
あ
る
。
等
級
指
数
に
つ
い
て
は
日
本
に
も
外
園
に
も

参
考
す
べ
き
文
献
が
殆
ん
ど
な
く
、
こ
れ
に
闘
す
る
知
識
を
得
ん
た
め
、
筆
者
は
片
山
氏
に
劃
し
て
十
数
回
に
わ
た
り
質
問
献
を
号
し
た
と
こ
ウ
、
そ
の

都
度
、
同
氏
か
ら
懇
切
な
返
書
に
接
L
、
よ
っ
て
、
そ
の
大
綱
を
つ
か
む
こ
と
を
得
た
。
同
氏
に
針
し
て
厚
く
感
謝
の
煮
を
表
す
る
。
主
た
、
筆
者
り
病

身
を
授
け
て
片
山
氏
と
の
質
疑
連
絡
の
た
め
今
夏
わ
ざ
わ
ざ
よ
京
し
て
く
れ
た
崎
山
一
雄
君
(
京
都
大
塵
大
恩
院
謡
さ
に
も
陣
論
の
意
を
陳
べ
る
。

日
本
固
有
舗
道
に
お
け
る
貨
物
等
扱
指
数

事
七
十
六
巻

第

揖

凹



日
本
国
有
蹴
症
に
お
け
る
貨
物
隼
粧
指
数

事
七
十
六
巻

四

貫主

購

こ
れ
ま
て
に
主
と
し
て
計
算
手
続
に
つ
い
て
訟
明
し
た
隼
級
指
数
に
よ
る
園
織
貨
物
運
賃
決
定
の
鰹
系
を
、
以
下
、
運
賃
理
論
白
土

か
ら
簡
略
に
考
察
し
て
見
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ
己
て
は
要
鮪
士
記
す
に
と
ど
め
る
。
詳
し
く
は
佐
波
「
改
版
受
遁
概
論
」
陀
依
ら
れ
た

い。
(
一
)
ま
ず
、
等
級
指
数
は
託
迭
貸
物
白
債
格
直
分
(
債
格
差
)
に
も
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
格
の
高
い
商
品
ほ
と
隔

地
問
の
債
格
差
が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
、
運
賃
負
捲
カ
が
大
き
い
、
と
の
前
提
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
運
賃
準
設
と
し
て
の
逗
迭

負
権
力
説
(
運
迭
値
値
詮
)
白
立
場
が
こ
れ
ざ
あ
る
。
こ
の
場
合
、
隔
地
問
白
商
品
債
格
差
は
絶
封
差
で
あ
っ
て
相
封
差
て
た
い
。
運

賃
負
捲
力
は
隔
地
閣
の
商
品
債
格
心
相
封
差
て
な
く
し
て
絶
叫
到
差
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
己
の
担
問
封
差
は
債
格
白
高
い
商
品
ほ
ど
大
き
い

の
が
原
則
で
あ
る

o
p
の
司
仲
間

E
の
比
轍
を
も
う
て
す
れ
ば
、

「
或
る
商
品
に
つ
い
て
地
鮪
A
と
地
勲
B
と
の
聞
に
生
ず
ベ
き
債
格

差
は
雨
地
に
お
け
る
結
謝
的
債
格
白
大
な
る
ほ
ど
大
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
地
鮪
A
と
地
新
B
と
に
お
恒

τ見
ら
れ
る
ポ
プ

ラ
心
樹
高
の
差
が
地
鮪
A
と
地
鮪
B
と
に
沿
い
て
見
ら
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ
〔
筑
菜
〕

D
高
さ
の
差
よ
り
も
よ
り
大
き
い
の
と
同
じ
事
情
に

あ
る
。
」

し
か
し
、
さ
さ
に
も
燭
れ
た
よ
う
に
、
第
1
表
て
は
、
債
格
直
分
に
正
比
例
し

τ等
級
指
数
を
定
め

τ
い
た
い
。
等
級
指
数
の
進
行

速
度
は
慣
格
匝
分
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
緩
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
占
、
運
迭
負
矯
力
読
む
適
用
に
或
る
限
度
の
存
ず
る
こ
と
を
告
げ

?
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

た
治
、
こ
れ
に
つ
い

τ特
に
考
慮
事
ベ
さ
最
近
心
事
情
と
し

τ
は
、
函
鎖
が
近
距
陛
貨
物
運
迭
に
つ
い
て
事
賢
上
白
濁
占
穫
を
有
せ



ず
、
自
動
車
(
ト
一
ヲ
y

グ
)
か
ら
相
常
に
は
げ
し
け
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て

ρ
て
、
殊
に
高
率
運
賃
の
適
用
さ
る
べ
き
貨
物
を
と
か
く
卜

ラ
ッ
グ
に
奪
b
れ
干
す
い
傾
向
を
指
摘
し
て
沿
き
た
い
。

{さ戸=)句目H占唱肉唄
(2E

当凶語F函昌主同r.
〉F.
口
“
=
内
?i防即F、言お量、
3誌
E
A弐
¥
s《ね号、、

(
三
二
一
己
)
貨
物
濯
賃
の
芸
準
た
る
等
級
指
敢
が
託
詮
貨
物
の
侵
格
巨
分
に
崎
モ/f」
の
基
礎
を
ι島訂

hHV
て
い
る
己
と
は
、
右
に
も
逮
ベ
骨
よ
う
に
、

理
論
的
に
は
逗
塗
負
権
力
設
に
依
燥
す
る
も
の
で
あ
り
、
然
る
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
運
賃
決
定
担
閥
系
は
図
織
の
有
す
る
大
な
り
小
左
り

の
差
別
猪
占
主
前
提
に
し
て
円
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
J

換
言
す
れ
ば
、
各
託
送
貨
物
の
運
送
需
要
碑
力
性
の
大
小
に
し
た
が
い
、

運
送
需
要
現
力
性
の
よ
り
大
な
る
貨
物
に
は
よ
り
低
率
の
運
賃
を
、
反
封
に
、
蓮
送
需
要
弾
力
性
の
よ
り
小
な
る
貨
物
に
は
よ
り
高
率

の
運
賃
を
課
す
る
点
針
を
と
づ
て
円
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
一
般
的
に
見
亡
、
高
債
格
の
貨
物
ほ
ど
運
迭
需
要
心
掛
力
性
は
小
さ
く
、

反
謝
に
、
低
債
格
の
商
品
ほ
ど
運
迭
需
要
の
開
力
位
に
大
さ
い
、
し
た
が
っ
て
、
高
債
格
の
貨
物
に
は
よ
h
J
高
率
白
運
賃
が
、
反
割
に

保
債
格
臼
貨
物
に
は
よ
り
低
時
半
の
運
賃
が
耕
一
f
b
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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日
本
国
有
舗
道
に
お
け
る
貨
物
等
紙
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十
六
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第
三
日
調



日
本
固
有
輯
遣
に
布
け
る
貨
物
隼
級
指
数

事
七
十
六
年
】

回
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第

墨書

四
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こ
れ
は

E
A
S
に
お
け
る
需
甘
北
海
力
性
決
定
因
の
第
二
に
相
官
す
る
。
詳
し
く
は
、
佐
波
「
改
版
交
通
概
論
L

七
七
1
七
八
ぺ

I
J
V
を
参
照
ョ

苦
H
H
ミ凶

】
庁
制
円
作
叶
嗣
明
斗
N
V
o

品
v
h
p
門・

(2) (
三
)
右
の
場
合
、

商
品
の
隔
地
問
債
格
白
絶
酎
差
が
運
賃
負
権
力
し
た
が
っ
て
運
賃
を
規
定
す
る
と
考
え
た
。

己
れ
は
業
界
剛
学
問
介

に
治
い
て
有
力
硯
さ
れ
て
い
る
還
迭
負
捲
力
説
(
謹
選
債
値
設
)
の
立
場
て
あ
り
、
事
賞
、
大
な
り
小
な
り
差
別
調
占
を
と
り
得
る
蓮

遺
業
者
の
場
合
こ
れ
は
相
営
の
遁
用
性
を
有
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
深
甚
な
反
省
が
必
要
て
あ
ろ
う
。

い
ま
、
或
る
商
品
に
つ
い
て
護
送
地
債
格
を
P
円
、
到
達
地
償
格
を
P
町
、
運
賃
を
p
勺
と
す
れ
ば
、
右
に
諮
ベ
た
場
合
は

( 

~‘ ) 

お

l
h目
、
司



(
た
だ
し
、
こ
己
て
は
、
説
明
の
簡
単
化
の
た
め
に
、
運
迭
保
険
料
・
倉
敷
料
・
販
賞
手
数
料
・
等
々
の
諸
掛
を
無

と
こ
ろ
て
、
こ
の
関
係
は
、
商
品
D
陥
地
問
債
格
差
の
許
す
か
ぎ
り
(
挽
雷
同
す
れ
ば
、
荷
主
側
の
負
婚
し
得
る
か
ぎ
り
)

運
賃
を
課
徴
す
る
仕
方
と
し
て
、
運
賃
決
定
権
が
蓮
詮
業
者
(
銭
遁
〕
側
に
あ
る
己
と
を
語
る
も
心
て
あ
る
が
、
ま
た
、
運
賃
課
徴
が

の
開
係
て
あ
る
。

視
す
る
。
)

商
品
の
隔
地
問
債
格
差
を
限
度
と
す
る
立
場
と
し
て
、
蓮
迭
需
要
開
力
性
の
小
さ
い
貨
物
(
概
し
て
高
債
格
り
商
品
)
に
封
し
て
は
逗

送
業
者
は
強
い
と
し
て
も
、
反
割
に
、
運
送
需
要
開
力
性
の
大
き
い
貨
物
(
慨
し
て
低
債
格

ω商
品
)
に
謝
し
て
は
必
ず
し
も
強
〈
た

い
G

事
賞
、
第
1
衰
を
見
る
も
、
高
債
格
の
商
品
陀
劃
し
て
は
運
賃
は
平
均
費
用
を
償
ヲ
て
除
り
が
あ
る
が
、
低
債
格
白
商
品
に
劃
し

て
は
運
賃
は
平
均
費
用
ま
た
は
直
接
費
す
ら
も
償
い
得
な
い
。

だ
が
、

ωの
関
係
の
み
が
蓮
迭
の
す
べ
て
て
な
い
。
食
品
草
地
債
格
と
運
賃
と
が
輿
え
ら
れ
て
い
て
、
モ
の
結
呆
と
し
て
、
到
達
地
債

格
臼
定
ま
る
場
合
、
す
在
わ
ち

-;;0 
) 

h
d
+」
q
1
H

峰、同

が
あ
り
、
さ

b
に
、
到
達
地
倶
格
と
運
賃
と
が
山
県
え

b
れ
て
い
て
、
モ
白
結
果
止
し
て
、
殻
迭
地
債
格
白
定
ま
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、

( 

"' ) 

封

、
1
H
h
d

が
あ
る
。

は

(
2
)
は
、
生
産
者
(
荷
迭
人
)
側
白
立
場
が
比
較
的
強
く
反
封
に
消
費
者
ハ
荷
受
人
)
側
の
V
L

揚
が
比
較
的
弱
い
場
合
、

(
2
)
と
は
逆
に
、
鮮
魚
・
農
産
物
左
ど
の
逗
迭
に
見
b
れ
る
よ
う
に
、
生
産
者
(
荷
迭
人
)
側
白
立
場
が
比
較
的
弱
く
反
封
に

(
3
)
 

到
達
地
債
格
(
た
と
え
ば
、
消
費
都
市
の
中
央
市
場
債
格
)
が
原
産
地
債
格
に
釘
L
決
定
的
作
用
主
も
つ
場
合
に
見
受
け
ら
れ
る
の

こ
れ
を
も
ワ
て
見
る
も
、
商
品
白
隔
地
問
債
格
差
に
よ
っ
て
運
賃
の
一
定
ま
る
場
合
だ
け
が
ナ
へ
て
て
な
い
。
運
賃
も
蓮
設
用
役
に
針

日
本
固
有
舗
道
に
布
け
る
貨
物
事
叡
指
数

第
七
十
六
巻

四
五

第
三
銃

五



-
四
六

し
て
支
挑
わ
れ
る
債
格
と
し
て
、
時
と
場
合
に
よ
ツ
て
は
、
裂
選
地
債
格
・
到
達
地
債
格
と
同
時
に
決
定
さ
れ
る
己
と
が
あ
り
得
る
。

園
織
の
場
合
、
運
賃
は
一
度
決
定
ぺ
さ
れ
た
な
b
ば
或
る
期
間
モ
れ
が
持
綴
し
て
遁
用
せ

b
れ
相
官
の
便
宜
性
を
も
ヲ
わ
け
で
あ
る
が
、

日
本
園
有
瞳
港
問
担
け
る
貨
物
等
紙
指
数

第
七
十
六
巻

第一一口揖

~ 
f、

し
か
し
事
賃
上
、
園
鎖
が
貨
物
運
賃
を
改
訂
す
る
場
合
に
は
、
裂
選
地
債
格
・
到
窪
地
使
格
主
奥
件
と
し
て
そ
の
債
格
差
を
目
安
と
し

て
単
純
に
新
運
賃
を
決
定
す
る
の
て
は
た
〈
し
て
、
定
め
よ
う
と
す
る
新
運
賃
が
生
産
地
債
格
・
消
費
地
債
格
に
お
工
ぽ
す
で
あ
ろ
う

作
用
に
も
深
苦
た
考
慮
を
梯
い
つ
つ
、
こ
れ
を
決
定
す
る
も
り
て
あ
る
。
己
心
意
味
に
h
s
h
v
τ

、
生
産
地
債
格
・
消
費
地
債
格
・
運
賃

の
三
者
が
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
定
ま
る
と
言
う
べ
く
、
こ
こ
に
、
理
論
的
に
は
、
多
数
人
多
数
財
間
M
h
b
w
て
、
同
時
に
一
般
的

K
、

債
格
が
定
ま
る
と
す
る
一
般
均
衡
理
論
の
立
場
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
完
全
社
自
由
競
争
を
前
提
し
て
の
み
可
能
な
一
般
均
衡
が
多
分
に

猫
占
的
な
園
輔
闘
に
そ
の
ま
ま
成
立
し
得
た
い
乙
と
言
う
ま
で
も
た
い
。
し
か
し
、
と
れ
に
も
拘
b
ず
、
こ
う
し
た
一
投
均
衡
理
論

ω
思

考
が
運
賃
の
決
定
に
際
し
て
、
た
と
え
無
意
識
に
し
て
も
、
多
少
と
も
働
ら
い

τい
る
の
が
現
貫
て
あ
る
。
詳
し
く
は
杭
波
「
改
版
交

遁
概
論
」
第
九
章
に
依
b
る
ベ
く
、
こ
こ
で
は
、
己
れ
以
上
の
言
及
を
ひ
か
え
た
い
。

(
凶
)
等
級
指
数
の
仕
方
は
、
か
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
各
貨
物
の
蓮
迭
負
捲
カ
陀
依
捜
し
て
、
言
わ
ば
各
貨
物
の
需
要
債
格
に
よ
っ

て
、
運
賃
を
定
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
、
そ
の
蓑
等
主
蓮
詮
費
用
に
よ
っ
て
樟
系
づ
け
て
い
る
。
ま
ず
、
最
低
級
の
第
U

級
は
原
則
と
し
て
直
接
費
を
カ
ず
ァ
す
る
程
度
に
と
ど
め
、
等
級
の
進
む
に
つ
れ
て
順
次
に
指
数
値
を
大
き
く
定
め
て
平
均
費
用
の
回

収
に
つ
と
め
、
第
5
級
以
上
は
原
則
と
し
て
平
均
費
用
品
五
回
牧
し
て
な
お
刑
余
を
生
ず
る
よ
う
に
組
成
せ

b
れ
る
。
そ
し
て
、
貨
物
逗

迭
杢
鰭
と
し
て
は
、
運
賃
総
牧
入
が
網
費
用
の
由
印
%
を
回
牧
し
得
る
よ
う
各
等
級
指
数
が
調
整
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
重
要
注
こ
と
は
、

等
級
指
数
は
あ
く
ま
て
も
指
数
で
あ
っ
て
寅
数
て
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
端
的
に
言
っ
て
、
等
級
指
数
は
託
送
商
品
の
債
格
直
分

に
依
援
す
る
も
の
と
し

τむ
し
ろ
運
賃
負
描
刀
指
車
て
ゐ
担
、
賃
傘
指
躯

τめ
る
。
そ
れ
が
わ
ず
か
に
運
送
費
刷
と
閥
蓮
を
有
す
る
の



は
最
低
等
級
た
る
第
四
紋
の
指
数
が
直
接
費
割
合
(
総
費
用
に
到
す
る
総
直
接
費
の
割
合
)
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ

は
一
見
些
一
事
に
ゐ
も
え
て
決
し
て
岬
〈
う
で
な
円
。
運
迭
負
権
力
指
数
が
モ
の
最
低
基
準
を
直
接
費
割
合
に
措
く
こ
と
に
b
い
て
、
貨
物

運
賃
瞳
系
が
遅
浩
負
捲
力
(
需
要
側
要
因
)
だ
け
で
た
く
蓮
迭
費
用
(
供
給
側
要
悶
)
に
も
佼
換
す
る
己
と
に
な
る
か

b
て
あ
る
。
か

〈
℃
、
図
餓
貨
物
運
賃
決
定
の
仕
方
は
一
面
相
放
(
怒
志
的
)
て
あ
り
た
が
ら
他
国
す
ぐ
れ
て
精
椴
(
着
賓
的
)
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
、

運
賃
畢
設
と
し
て
こ
れ
ま
で
倖
統
的
に
運
塗
負
櫓
力
説
と
運
迭
費
用
設
と
の
二
つ
が
針
立
し
て
き
た
と
と
か
ら
見
て
興
味
す
こ
ぶ
る
深

い
も
の
が
あ
る
。
大
な
り
小
な
れ

J

調
占
的
他
仕
に
あ
り
社
が
ら
同
時
に
同
業
者
か

b
の
競
争
を
兎
れ
得
な
h
日
本
園
有
銭
遁
と
し
て
、

士
た
、
相
明
立
採
算
制
を
と
り
ワ
つ

U
ろ
く
園
民
経
済
的
粧
品
閏
政
策
的
要
請
に
も
醸
え
ざ
る
を
得
た
い
日
本
園
有
織
遣
と
し
て
、
言
わ
ば

客
観
的
に
出
る
ベ
く
し
て
出
て
き
た
運
賃
計
算
方
法
で
あ
る
。

(一二

0
・
八
・
一
)

日
本
闘
有
錨
遣
に
お
け
る
貨
物
宰
扱
指
数

第
七
十
六
巻

回
七

第
一
ニ
披

七




